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－１－ 

第１章 環境影響評価方法書の公告及び縦覧 

 

 １．環境影響評価方法書の公告及び縦覧 

   「環境影響評価法」第７条の規定に基づき、当社は環境の保全の見地からの意見を求

めるため、方法書を作成した旨及びその他事項を公告し、方法書を公告の日から起算し

て１月間縦覧に供した。 

 

  （１）公告の日 

     平成２８年２月１０日（水） 

 

  （２）公告の方法 

    ① 平成２８年２月１０日（水）付けで、以下の日刊新聞紙に「公告」を掲載した。 

                             ［ 別紙１参照 ］ 

     ・北海道新聞（朝刊３３面、根釧帯勝版） 

     ・十勝毎日新聞（夕刊３面） 

 

    ② 上記の公告に加え、次の「お知らせ」を実施した。 

・自治体の広報誌（広報しんとく（平成２８年２月１５日号）へ折り込み記事を

掲載した。                        ［ 別紙２参照 ］ 

       

    

     ・平成２８年２月９日にプレスリリース及びプレスリリース記事を当社ウェブサ

イトに掲載するとともに、平成２８年２月１０日から当社ウェブサイトに方法

書の縦覧についての記事を掲載した。 

               ［ 別紙３、別紙４－１参照 ］ 

 

  （３）縦覧場所 

     自治体庁舎２箇所、当社事業所２箇所の計４箇所及びインターネットの利用によ

る縦覧を実施した。 

    ① 自治体庁舎 

     ・新得町役場   （上川郡新得町三条南４丁目２６番地） 

     ・新得町役場屈足支所  （上川郡新得町屈足柏町３丁目） 

    ② 当社事業所 

     ・新得営業所        （上川郡新得町拓鉄１４１番地） 

     ・帯広支店   （帯広市西５条南７丁目２番地１） 

    ③ インターネットの利用 

     ・当社ウェブサイトに方法書及び要約書を掲載した。   ［ 別紙４－１ 参照 ］ 

     ・北海道、新得町のウェブサイトから当社ウェブサイトにリンクすることにより、

自治体ウェブサイトから方法書及び要約書が参照可能とされた。 

[別紙４－２、４－３参照] 

 

 



 

－２－ 

 

 

  （４）縦覧期間 

     平成２８年２月１０日（水）から平成２８年３月１１日（金）までとした。但し、

各縦覧場所とも土日祝日を除いた。 

縦覧時間は平日の９時から１７時までとし、当社事業所及び当社ウェブサイトで

は、さらに縦覧期間終了後も平成２８年３月２５日（金）まで閲覧可能とした。 

     インターネットの利用による電子図書の閲覧は、縦覧期間中には常時アクセス可

能な状況とした。 

 

  （５）縦覧者数 

    ①縦覧者記録記載者数     ２名      [別紙５参照］ 

     （内訳） 

      ・新得町役場    ２名 

・新得町役場屈足支所   ０名 

・北海道電力株式会社 新得営業所  ０名 

・北海道電力株式会社 帯広支店  ０名 

     

②当社ウェブサイトへのアクセス数 

 ・縦覧期間中における当社ウェブサイトへのアクセス数は４６３回であった。 

  （自治体ウェブサイトを介したアクセスを含む） 

 

  

  



 

－３－ 

２．環境影響評価方法書についての説明会の開催 

   「環境影響評価法」第７条の２の規定に基づき、方法書の記載事項を周知するための

説明会を開催した。 

   説明会の開催の公告は、方法書の縦覧等に関する公告（お知らせ）と同時に行った。 

 

  （１）開催日時 

     平成２８年２月２４日（水） １８時３０分～１９時４０分 

 

  （２）開催場所 

     新得町公民館（上川郡新得町四条南４丁目） 

 

  （３）来場者数 

     ９名 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  



 

－４－ 

３．環境影響評価方法書についての意見の把握 

   「環境影響評価法」第８条の規定に基づき、環境の保全の見地からの意見を有する者

の意見書の提出を受け付けた。 

 

  （１）意見書の提出期間 

     平成２８年２月１０日（水）から平成２８年３月２５日（金）まで 

     （縦覧期間及びその後２週間とし、郵送受付は当日消印有効とした。） 

 

  （２）意見書の提出方法             ［ 別紙６－１、６－２ 参照 ］ 

    ① 縦覧場所に備え付けた意見書箱への投函 

    ② 当社への郵送による書面の提出 

    ③ 当社ウェブサイト意見受付フォームへの書き込み 

 

  （３）意見書の提出状況 

     意見書の提出は１通、意見総数は５件であった。 

  



 

－５－ 

［ 別紙１］ 

 

日刊新聞紙に掲載した公告 

 

○ 平成２８年 ２ 月１０日（水）掲載 

・北 海 道 新 聞（朝刊３３面、根釧帯勝版） 

       ・十勝毎日新聞（夕刊３面） 

 

 

  



 

－６－ 

［ 別紙２ ］ 

 

自治体広報誌への掲載 

 



 

－７－ 

［ 別紙３］ 

 

当社ウェブサイトに掲載したお知らせ 

 

 

 

 

 



 

－８－ 

【 添付資料 】 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

－９－ 

 

 

 

 

 

 



 

－１０－ 
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新得発電所新得発電所
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発電所配置計画の概要
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事業計画の概要事業計画の概要
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凡 例

凡 例

凡 例

※

※既設上岩松発電所 (1 号 ) の水圧鉄管を撤去し、新得発電所の水圧鉄管を新設するものである。
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新岩松発電所放水路

新岩松発電所

新岩松発電所放水路

新岩松発電所
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EL(m)

　新得発電所建設工事に伴う発生土砂は、既設の当社新岩松発電所土捨場の上部へ盛立てする計画としている。
　発生土砂は、図中に示している工事中盛立高まで盛立した後、既設発電所撤去工事において
　埋戻しの材料として盛立てした土砂を使用するため、図中に示している最終盛立高になる。

220

240
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Ｃ

Ｃ

土捨場配置計画の概要

事業計画の概要事業計画の概要

土捨場断面図

Ｃ-Ｃ

対象事業実施区域

凡 例

凡 例

計 画（最 終）

計 画（工事中）

新岩松発電所土捨場
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法律に基づく環境影響評価の手続きは次のとおりです。

今後、皆さまのご意見をお聞きした上で調査・予測・評価を行いその結果を「準備書」として縦覧し、

さらに「評価書」としてとりまとめることとなります。

道 知 事

関 係 町 長

縦覧期間中（3月25日まで）は，当社ホームページ（http://www.hepco.co.jp/）からもご覧いただけます。

期 間 時 間 備 考場 所

自

治

体

庁

舎

平成28年2月10日（水）
～平成28年3月11日（金）

平日
午前9時00分

～午後5時00分

土曜日、日曜日、
祝日は除きます。当

社

事

業

所

平成28年2月10日（水）
～平成28年3月25日（金）

環境影響評価手続きの流れ

方法書の縦覧について

新得町役場 町民課

新得町役場 屈足支所

新得営業所

帯 広 支 店

事 業 者 住民・自治体国

経済産業大臣

審 査

方法書作成

意見概要・見解
とりまとめ

評価項目等の選定

公告・縦覧

皆さまのご意見

調 査 ･ 予 測 ･ 評 価

準 備 書

評 価 書

着 工

皆さまのご意見

届出

届出

送付

送付

意見書

意見書

勧告／通知

北海道電力株式会社
総務部 立地室 火力・水力グループ
〒060-8677 札幌市中央区大通東１丁目２番地
Tel 011-251-4392 Fax 011-232-1794
受付：9:00 ～ 17:00（土・日曜日，祝日を除く）

表紙の写真

（上） 十勝ダムキャンプ場

（左下）新得町の木：エゾヤマザクラ

（右下）新得町の花：エゾムラサキツツジ

環境影響評価方法書に関するお問い合わせ先

参  考参  考 
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－１９－ 

［ 別紙４－１ ］ 

 

当社ウェブサイトに掲載した方法書の内容 

 

 

 

  



 

－２０－ 

［ 別紙４－２ ］ 

 

北海道ウェブサイトに掲載されたお知らせ 

 

 

 

  



 

－２１－ 

［ 別紙４－３ ］ 

 

新得町ウェブサイトに掲載されたお知らせ 

 

 

  



 

－２２－ 

［ 別紙５ ］ 

 

縦覧場所に設置した縦覧者記録用紙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

－２３－ 

［ 別紙６ －１］ 

 

縦覧場所に用意した意見書（様式） 

  

 



 

－２４－ 

［ 別紙６ －２］ 

 

意見受付フォーム 

 

 

  



 

－２５－ 

 

 

第２章 環境影響評価方法書について提出された環境の保全の見地からの意見の概要と 

これに対する当社の見解 

 

「環境影響評価法」第８条第１項の規定に基づいて当社に対して意見書の提出により述べ

られた環境の保全の見地からの意見は５件であった。 

「環境影響評価法」第９条及び「電気事業法」第４６条の６第１項の規定に基づく方法書

についての意見の概要並びにこれに対する当社の見解は、次のとおりである。 

 

  



 

－２６－ 

環境影響評価方法書について述べられた意見の概要と当社の見解 

１．事業計画 

Ｎｏ． 意見の概要 当社の見解 

１ 方法書 72 頁の「ハ．動物の注目すべき生息地
の概要」で、「動物の注目すべき生息地について
既存資料により整理した結果、対象事業実施区域
及びその周辺には確認されなかった」と記述して
いるが、北海道の環境影響評価技術指針では動
物の注目すべき生息地について、「動物の集団繁
殖地等」とし、集団繁殖地だけでなく、注目すべき
生息地の分布状況について調査することを求めて
いる。事業者は方法書 22 頁で「対象事業実施区
域及びその周囲における自然的状況及び社会的
状況（以下「地域特性」という。）については、主な
調査地域を対象事業実施区域の位置する新得町
とし」としており、事業者は主な調査地域を新得町
としている。したがって新得町に動物の注目すべき
生息地がないと主張していることになるが、新得町
にはシマフクロウ、ナキウサギ、イトウなどの注目す
べき生息地があり、事業者の事実認識は間違って
いる。 

方法書 72 頁の「ハ．動物の注目すべき生息地の概
要」の調査地域は、対象事業実施区域およびその周辺
として、方法書 75 頁に示す範囲としており、新得町全
域を対象としておりません。また、方法書 63 頁の「動物
相の概要」、65 頁の「動物の重要な種」については、対
象事業実施区域近傍の既存文献および新得町史、北
海道環境データベース(北海道環境生活部)等により整
理した結果を踏まえ、シマフクロウ、ナキウサギ、イトウに
つきましては、文献の出典先を示し、新得町において確
認されていることを記載しました。 
なお、ご指摘の方法書 72 頁の「ハ.動物の注目すべ

き生息地の概要」において「動物の注目すべき生息地
について、既存資料により整理した結果、対象事業実
施区域及びその周辺には確認されなかった。」との記載
につきましては、再度確認・検討し、修正が必要な場合
は準備書において修正・表記します。 

 

２ 方法書 73 頁の「植物相の概要」は第 3.1-36 表
に高山植物が含まれていることからわかるように新
得町全域を対象としている。しかし 74 頁の「植生
の概要」は第 3.1-16 図から明らかなように新得町
全域を対象としていない。植物相と植生で対象範
囲が異なっているが、このように取り扱う理由をきち
んと説明しなければならない。 

植物相及び植生は方法書 75 頁に示す範囲を調査
地域としており、新得町全域を対象としておりません。 
なお、植物相、植物の重要な種の選定にあたり、引

用した既存文献のうち「北海道の希少野生生物 北海
道レッドデータブック 2001」(北海道 平成 13 年)では、
希少種の生育地保護のため、新得町において確認され
ている種が掲載されていることから、生育地が特定でき
ない確認種はそのまま掲載しました。そのため、高山植
物についても記載対象としております。 

３ 方法書 82 頁で「植物の重要な群落について、
既存資料により整理した結果、対象事業実施区域
及びその周辺には確認されなかった」としている
が、主な調査地域である新得町には国の特別天
然記念物「大雪山」が所在し、ここには高山植物群
落や高層湿原がある。更に十勝川源流部には原
生自然環境保全地域に指定された針葉樹林群落
がある。これらの重要な群落を無視する理由を説
明しなければならない。 

方法書 82 頁の「ハ.植物の重要な群落の概要」の調
査地域は、植生と同様に対象事業実施区域及びその
周辺として、方法書 75 頁に示す範囲としており、新得
町全域を対象としておりません。 
そのため、ご指摘の国の特別天然記念物「大雪山」

及び、十勝川源流部の原生自然環境保全地域に指定
された針葉樹林群落は、調査地域に含んでおりませ
ん。 

 

４ 方法書 83 頁の「(3)生態系の状況」で十勝川水
系の河川生態系の構成要素として複数種を挙げ
ているが、十勝川上流の河川生態系においてシマ
フクロウやイトウが重要な位置を占めることは周知
の事実であることから、これらの種を記述するととも
に、第 3.1-17 図食物連鎖模式図も改めなければ
ならない。 

方法書 83 頁の「(3)生態系の状況」は、既存文献の
北海道環境影響評価条例に基づき実施している「新岩
松発電所新設工事環境影響評価書」の現地調査結果
等を踏まえ、新得発電所建設計画の対象事業実施区
域およびその周辺における河川生態系を含む生態系
の状況として代表種を記載しており、これら種を参考に
第 3.1-17 図食物連鎖模式図を整理しております。 
そのため、今後行う現地調査結果等を踏まえ、再度

検討し、修正が必要な場合は準備書の環境影響評価
の結果において修正・表記します。 

５ 2011 年の新岩松発電所新設工事に際しての環
境影響評価において事業者である北海道電力は
シマフクロウの生息事実を隠して手続きを進めよう
とし、今回もシマフクロウとイトウの生息事実を隠蔽
する方法書が作成された。事実を隠蔽することなく
公正な環境影響評価をすることを求める。 

北海道環境影響評価条例に基づく新岩松発電所新
設工事環境影響評価において、動植物の重要な種の
取り扱いについては、希少種の生息地・生育地保護の
ため、別冊版として取り纏め、関係機関に提出・審査を
受けました。 
今回作成した新得発電所建設計画の環境影響評価

方法書は、上記文献等を引用し取り纏めており、動植
物の重要な種の取扱いについては、今後行う現地調査
結果等を踏まえ、生息地・生育地保護の観点から検討
を加え、適切な環境影響評価を行ってまいります。 

 




